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1.はじめに 

大学においてノートパソコンの必携化が進ん

でおり,コンピュータ・リテラシーを身に付ける

ことが求められている. 

さらに,初等中等教育において情報教育が必須

化され,大学でのコンピュータ・リテラシーにも

変化が必要となろう.しかし,大学 1 年次のコン

ピュータ・リテラシーの格差は,出身校の学習内

容により異なり,進学校出身の学生はコンピュー

タ操作をあまり習っていない傾向があると新ケ

江・泊（2016）は指摘している.コロナ禍での遠

隔授業を通じパソコン操作能力の向上は期待で

きるが,IT スキルや情報活用の実践能力が伴って

いるとはいいがたい. 

また,2022 年度新学習指導要領の改訂により高

等学校での公共・家庭科でのカリキュラムに金

融経済教育が導入された.公共では,金融の働き

に関するマクロ的視点,家庭科ではライフプラン

ニングや資産形成等など家計的な視点からの教

育を目指している. 

家森・上山 （2017）は,学校で金融経済教育

を受けた経験の有無が,その後の金融行動に与え

る影響を明らかにした.金融経済教育経験者が不

適切な勧誘を受けた場合,断る傾向があることや,

金融経済教育経験者の方が未経験者より,貯蓄率

が高く,貯蓄の習慣を身につけていた.金融経済

教育は,卒業してからの金融行動に影響を与えて

いることが明らかになっている. 

これらの教育の目的は,コンピュータの操作方

法や金融知識を修得することではなく,それらの

知識・情報を活用し,自ら考える能力の育成にあ

ろう.そこで,本発表では大学生におけるコンピ

ュータ基礎教育を金融経済教育に応用する方法

を述べることで,社会人基礎力につながる能力の

育成を提案する. 

 

 

 

 

 

 

2.大学生が最低限身に付けるべき金融リテラシ

ーの指標 

金融広報中央委員会（知るぽると）が公表し

ている「金融リテラシー・マップ」には,大学生

が最低限身に付ける金融リテラシーが明記され

ている.金融リテラシー・マップは,金融庁が設

置した金融経済教育研究会での検討を研究報告

書として 2013 年 4 月に公表したものである.内

容は,「家計管理」「生活設計」「金融知識及び

金融経済事情の理解と適切な金融商品の利用選

択」「外部の知見の適切な活用」の 4 分野を項

目別,年齢層別に分類し,自治体・業界団体・各

金融機関などの金融経済教育を担う団体の指標

となっている. 

 家計管理・生活設計の分野では,大学生は社会

人として自立するための能力を確立する時期と

し,大学卒業後のライフプランを具体化し,実現

のためにキャッシュフロー表（今後 10 年程度）

の作成を通じた生涯収支計画のイメージをもつ

ことを修得すべきスタンダードと位置づけてい

る. 
キャッシュフロー表（以下,CF 表）とは,個人

のライフプランを元に将来の収支状況と貯蓄残

高を予想し,表にまとめたものである.家計の支

払能力と貯蓄能力を一覧に作成することで,現状

および問題点の把握を目的にする.家計の問題解

決には課題を発見し,計画・実行が必要となるこ

とから,CF 表の作成により総合的な金融リテラシ

ーおよび社会人基礎力の習得が期待できる. 
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図１.キャッシュフロー表 
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3.大学初年次コンピュータ基礎教育への応用 

 CF 表の作成には,家計管理や社会保障などの知

識面と,CF 表として一覧にするためのコンピュー

タ活用能力が必要となる.さらに,CF 表を作成後,

資金計画での課題を発見し,金融経済の知識を用

いて問題解決を図るための主体的な行動が重要

となる.つまり,CF 表の最終目的は,自分らしい人

生を生きるための資金計画を立て,問題がないか

を確認・実行することで,CF 表を作成するだけが

目的ではない. 

計算が伴う CF 表作成は手書きで行うと作成す

ることで満足感を得るケースもあり,その問題を

解決するためにコンピュータ教育を活用する. 

CF 表の作成は,表計算ソフトを実践的に修得し,
本来の目的である収支計画に問題がないかを確

認することが可能となる.CF 表作成時に必要なイ

ンフレ率，運用利回り等を関数や計算式を活用

する. 
 

表 1．CF 表作成に利用する関数一覧 
関数/計算式 目的
SUM関数 収入・支出の合計
FV関数 昇給・インフレ率

前年残高×（１+利回り）+収支 運用利回り
IF関数 数字を表示させない
AND関数 数字を表示させない

PDURATION関数 目標金額達成年数
RPI関数 目標金額達成のための利回り

基礎
(計算）

応用
（判定）

その他
 

 

基礎的な関数として,収入と支出の合計を計算

するために SUM 関数を使用する.次に,主な収入

である給与所得は正社員として昇給することを

仮定し,FV 関数を利用する.財務関数である FV 関

数は,投資の将来価値を計算する.関数の前にマ

イナスをつけることで,昇給として変動率を加味

することができる.さらに,支出項目である基本

生活費はインフレ率を加味する.インフレ率の計

算も FV 関数を使用し,日本銀行が目標とする 2％

とする. 

収支の合計である貯蓄残高は,運用利回りを計

算する.資産形成に将来に渡って増えることが保

障されている金融商品はないため,リスク許容度

に応じて選択する必要がある.たとえば,全くリ

スクを許容できない場合は 0.01％（定期預金金

利を想定）,リスクを許容できるなら GPIFと同

等程度の利回りを目指し 3％に設定するなど,学

生自ら運用利回りを選択することで,最終的な貯

蓄残高に影響が出ることを意識づける.さらに,

応用的な関数利用として IF 関数と AND関数を使

用する. 

 

条件式=IF(AND(文字列 A=0,文字列 B=0),"", 

SUM(文字列 A:文字列 B)) 

その他の関数として,目標とする資産額に到達

するための年数を計算する PDURATION 関数や目

標資産額の達成に必要な運用利回りを計算する

RPI関数も有効である. 
年数 変動率 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

経過年数 1 2 3 4 5 6 7

自分の年齢 23 24 25 26 27 28 29

配偶者の年齢 24 25 26 27 28 29 30

子の年齢 0 1 2 3

父の年齢 50 51 52 53 54 55 56

母の年齢 49 50 51 52 53 54 55
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車購入

住宅購入
検討

自分の収入 0.50% ¥3,200,000 ¥3,216,000 ¥3,264,482 ¥3,313,694 ¥3,380,467 ¥3,465,828 ¥3,571,111

配偶者の収入 0.50% ¥4,200,000 ¥2,800,000 ¥2,800,000 ¥2,842,210 ¥2,899,482

一時的な収入 ¥1,420,000 ¥180,000 ¥180,000 ¥120,000

収入合計
（１）

¥3,200,000 ¥3,216,000 ¥7,464,482 ¥7,533,694 ¥6,360,467 ¥6,488,038 ¥6,590,593

基本生活費 2% ¥2,000,000 ¥2,040,000 ¥2,122,416 ¥2,500,000 ¥2,550,000 ¥2,653,020 ¥3,000,000

住居関連費 ¥900,000 ¥900,000 ¥900,000 ¥1,200,000 ¥1,200,000 ¥1,200,000 ¥1,500,000

車両費 ¥300,000

教育費 ¥600,000 ¥600,000 ¥600,000

保険料 ¥240,000 ¥360,000 ¥360,000 ¥360,000 ¥360,000

その他の支出 ¥1,500,000 ¥1,000,000 ¥2,000,000 ¥5,000,000

奨学金返済 ¥170,000 ¥170,000 ¥340,000 ¥340,000 ¥340,000 ¥340,000 ¥340,000

支出合計
（２）

¥3,070,000 ¥3,110,000 ¥5,102,416 ¥5,400,000 ¥5,050,000 ¥7,153,020 ¥11,100,000

年間収支
（１）－
（２）

¥130,000 ¥106,000 ¥2,362,066 ¥2,133,694 ¥1,310,467 ¥-664,982 ¥-4,509,407

貯蓄残高 1% ¥130,000 ¥236,001 ¥2,598,068 ¥4,731,763 ¥6,042,230 ¥5,377,249 ¥867,844

キャッ
シュ
フロー
表

ライフ
イベント表

収入に
関する
項目

支出に
関する
項目

収支に
関する
項目

年齢を入力
すると以後

自動的に入力

FV関数

FV関数

SUM関数

運用
利回り
前年残高+利回り

I F関数
AND関数

 
図 2．関数を利用した CF表 

 

4.今後の展望 

関数を利用した CF 表は，コンピュータ実践能

力の向上だけではなく,金銭面から将来を見通し，

働き方による生涯所得の差が実感できる点で,大
学初年次のキャリア教育にも有用である.加えて,
経済産業省が提唱している社会人基礎能力の主

体性・実行力・課題発見力・計画力を養うこと

ができる.コンピュータ活用の実践力を向上する

ものと期待できるであろう. 
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